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【東北ブロック】 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

 

■ ご記入に当たり 

・例示を削除した上で、ご記入ください。 

・該当しない項目については、空欄で結構です。また、記入票に記載のない項目についても、必要に応じ

適宜項目を追加して記入いただいて構いません。 

・記入票は、サウンディング開催案内の際に、民間事業者の参加希望者募集のため、ホームページで公

表します。 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 仙台市 

② 事業名 青葉山公園整備事業における（仮称）公園センターの管理運営 

③ 本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

④ サウンディングの目的 ○青葉山公園の拠点施設として計画している（仮称）公園センタ

ー（以下、「公園センター」という。）について、管理事業者及

びカフェや売店の運営者として、民間事業者がどの程度関心を

持つか、また、収益の見込みなどについて、助言をいただきた

い。 

○整備施設の対象は、公園利用者及び青葉山周辺の来訪者を想定

しており、前者においては公園周辺での活動プログラムの提供

やその拠点化、後者においては青葉山エリアのゲートウェイと

して周辺施設への周遊を促し、青葉山及び仙台市としての良好

なサービスを提供することを目的とする。 

○現段階では、公園センターの概ねの面積は決定しているが、全

体の管理及びカフェや売店の運営の業態については、本サウン

ディング内容を参考として検討を進めたい。 

⑤ 民間事業者に対する質

問事項 

○公園センターについて、どのような管理形態（指定管理者によ

る管理、公園施設の管理許可等）であれば参入できるか、また、

カフェ及び売店について、どのような業態のテナントが入るこ

とが望ましいかについて提案いただきたい。併せて、事業期間
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等の諸条件に関しても提案いただきたい。 

○公園センター内には企画ギャラリーや交流体験スペース、公園

センター周辺にはもりの市民広場や中央広場といった、様々な

プログラムやイベント、市民活動ができる場所を検討している

が、公園センターの管理事業者、または、カフェ等の運営事業

者としてどのような活用ができるか、柔軟なアイデアをいただ

きたい。 

○公園センターと近接する施設との連携について、公園センター

の利用促進及びサービス向上を進めるために、特に、博物館及

び国際センターの来訪者、仙台城跡の来訪者をターゲットとし

た利用について、柔軟なアイデアをいただきたい。 

○仙台市の観光という視点において、導入する事業や提供できる

サービスに関するアイデアをいただきたい。 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参加

を確約するものではありません 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（ 飲食等サービス、公園維持管理 ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

青葉山公園整備事業における（仮称）公園センターの管理運営 

③現状及び課題  青葉山公園は、仙台市の礎である仙台城跡を含む青葉山と広瀬

川に囲まれた区域に位置する都市計画決定面積約 50ha の総合公

園である。 

公園センターは、青葉山公園のエントランスとして、情報発信

や飲食・休憩、体験・交流の機能を持たせ、青葉山周辺のにぎわ

いづくりを目指し、仙台市で整備することとしているが、公園セ

ンターの管理運営や利活用方法は今後検討していくことから、効

率的な運営及び持続的な維持管理に向けた手法の選定が課題とな

っている。 

④前提条件 公園センターの利用者のターゲットは公園利用者及び青葉山周

辺を訪れる来訪者を想定しており、基本計画策定時の計画として、

誘致圏域人口から一般公園利用者約 55万人と予測している。（周

辺施設の過年度の利用者数実績としては仙台城跡約 50 万人、国

際センター約 33万人、博物館約 18万人） 

⑤事業スケジュール（予定） 平成 30-31年度設計、平成 32年度事着工 

平成 33年度～ 管理事業者公募準備 
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（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 宮城県仙台市青葉区川内追廻地内 

仙台市地下鉄東西線国際センター駅より徒歩 8分 

         大町西公園駅より徒歩 10分 

仙台市観光シティループバス「るーぷる仙台」バス停 

博物館・国際センター前より徒歩 2分 

②敷地面積 青葉山公園のうち、現在整備を進めているエリア 

公園センター建築面積：約 2,500m2 

公園センター周辺面積：約 27,000m2 

③土地利用上の制約 第二種中高層住居専用地域（第 2種高度地区、文教地区）、広瀬川

の清流を守る条例第一種環境保全区域、文化財保護法埋蔵文化財

包蔵地 

④所有者 土地は国有地であるが、本市の公園整備予定地として管理委託契

約により本市が管理している。 

⑤周辺施設等 公園センター予定地には仙台市博物館、国際センター、及び仙台

市地下鉄東西線の国際センター駅が隣接しており、さらに周辺

500m 程度の圏域には東北大学、西公園、宮城県美術館などの施

設がある。 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

文教地区 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 ― （仮称）公園センター 

②施設の延床面積 ― 約 2,500m2 

③建物の構成（構造、階数） ― 鉄骨造地上 1階建 

④主な施設の内容、導入機

能 

― 情報ラウンジ、ライブラリー、

交流体験スペース、カフェ、売

店、和室、事務室 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

― 未定（運営主体は指定管理者を

想定） 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 

 

・公園センターの南側の未整備

エリアの一部を博物館等の臨時

駐車場として開放しており、公

園センター整備後にも公園利用

者の使用は可能。現状は無料。

ただし、未整備エリアの整備に

伴い、駐車場の必要面積や運営
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手法については今後検討する。 

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称 ― 公園センター周辺の公園区域 

②規模、能力 等 ― 約 27,000m2（公園センター

含む） 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

― 公園センター管理事業者による

運営管理を想定 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 

 

■ 添付資料 

 位置図 

 公園センター全体デザイン案 

 公園センター建築デザイン案 

 公園センターイメージパース 

 小学校、中学校学区別世帯数及び男女別人口 

（その他、仙台市の人口に関する統計書） 

  http://www.city.sendai.jp/chosatoke/shise/toke/tokesho/h28-01/02.html 

 周辺関連施設調査（2015 年実施） 

 みどりの市民意識調査（2015 年実施） 

 青葉山公園整備事業 

http://www.city.sendai.jp/aobayamakoensebi/kurashi/shizen/midori/koen/sebi/aobayam

a.html 


